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人口の動き

7月 1日現在

人口計 79，521
(+ 111) 

平成7年 男 38，11 0 
(+ 27) 

8月号 女 41，411 I ・
(+ 84) 

世帯数 25，866 
No. 7 7 89 (+ 90) 

は前月比
¥ 
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(7/7・市立大村幼稚園)

「プールでかおがつけられますようにJrそらをとべるように
一一んts'く

なりたしりなど、 子どもたちの願いや夢が五色の短冊にいっぱ

い書いてあります。

ここ大村幼稚園 (小川和義園長、62人)では、7月7日に恒

例の七夕まつりが開かれました。この日はあいにく雨が降りそ

うな天候でしたが、 子どもたちは「天の川で織り姫とひこ星が ， 
会えますように」と願いながら 、ササに飾リイオけをしました。

平成7年 7月7日の七夕は 、ラッキーな数字の 7が3つ並ぶ

日O 七夕の出会いと縁起のいい日にあやかった婚姻届けが、ふ

だんより約5倍多く市民課へ届けられました。
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「国道34号等大村市内幹線道路整備促進

期成会」の定期総会 (7/7) 

現
在
、
市
内
の
主
要
幹
線
道
路
は
常
に
渋
滞
し
て
い
る
状
況
で
、
整
備
の
遅
れ
は
市
勢
発
展

の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
道
M
山
口
ち
を
中
心
と
す
る
市
内
の
幹
線
道
路
の

拡
幅
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
、
「
国
道
別
号
等
大
村
市
内
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
」
が

設
立
さ
れ
、
国
お
よ
び
県
の
関
係
機
関
に
対
し
陳
情
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
道
M
号
大
村
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
工
事
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
再
三
に
わ
た

る
陳
情
な
ど
に
よ
る
建
設
省
と
の
協
議
に
よ
り
、
こ
の
た
び
幸
町
位
近
の
暫
定
工
事
が
完
了
。

交
通
渋
滞
は
幾
分
緩
和
さ
れ
て
い
る
現
状
の
よ
う
で
す
。
国
道
日
号
の
早
期
改
良
と
並
行
し
て

バ
イ
パ
ス
的
機
能
を
持
つ
幹
線
道
路
「
久
原
梶
ノ
尾
線
」
「
杭
出
津
松
原
線
」
の
早
期
完
成
に
向

け
て
現
在
整
備
中
で
す
。
今
回
は
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現在、 18路線が都市計画道路として計画・整備されています。計

画延長は50.280mで、整備率は平成 6年度末で約40%です。整備率

向上を図るため、各関係機関一丸となって取り組んでいます。

① 

区 事業年度

H 3 ~H12 

幅員

30 

延長

3.680 

なお、現在整備中の路線は次のとおりです。

事業主体

建設省

、
，".;... 司r-

都市計画道路の整備状況

工路線名

国 道 34 号
(久原松原線)

杭出津松原線 H1~H8 16 1.270 県黒丸工区② 

H2~H9 

H6~H9 16 130 市郡大橋ク④ 

H 6 ~H10 16 850 県久原工区久原梶ノ尾線⑤ 

H5~H9 16 680 市三城工区イシ⑥ 

16 

16 
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16 1.260 市寿古工区ィシ③ 

H4~H8 

H.6 ~H10 

1.001 

650 

市

市

富の原坂口線

意泉原久⑧ 

⑦ 

暫
定
拡
幅
さ
れ
た
国
道
M
号
幸

町
付
近

~で一寸
ーもー~¥」、、、一¥

¥1革、

:¥ 

大村市都市計画道路計画概要図

高速道路 J

一
部
供
用
さ
れ
た
富
の
原
坂
口

線

(

富

の

原

2
丁
目
)

工
事
が
進
ん
で
い
る
黒
丸
工
区

(
黒
丸
町
)

司令-

，----一、一一

ァ一
V
/

〆

工
事
が
進
ん
で
い
る
寿
古
工
区

(
寿
古
町
)
- 3 -



幹線道路の整備をめざして
国道34号大村拡幅の経過と見通し

国道34号は、昭和42年に都市計画道路久原松原線(幅

員16m、 2車線)として計画決定されました O その後、

急激な車社会の発展に対応するため、特に緊急整備の必

要性の高い杭出津 1丁目~久原 2丁目間約 3.7kmについ

て、平成 3年に幅員30m、 4車線の新規格道路として計

画変更され、測量・調査・設計を千戸、現在に至っていま

す。

今後は、県内の渋滞重点個所に指定されている玖島交

差点から現況 2車線区間を、 i斬次整備を進めていきます。

一
日
も
早
い
全
面
開
通
が
待
ち
望
ま
れ
る

久
原
梶
ノ
尾
線
は
、
久
原
2
丁

目
(
長
崎
生
コ
ン
)
を
起
点
と
し

鬼
橋
町
を
終
点
と
す
る
全
長

6
、

3
2
0
m
幅
員
・
日

m
の
幹
線
道

路
で
す
。
国
道
弘
号
と
と
も
に
都

市
の
骨
格
を
形
成
す
る
重
要
路
線

で
あ
り
、
国
道
弘
号
の
、
バ
イ
パ
ス

的
機
能
を
果
た
す
も
の
で
す
。

現
在
、
池
田
2
丁
目

i
上
諏
訪

町
間

1
、
5
2
0
m
が
供
用
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
緊
急
的
に
整

朝夕は多くの通勤客に利用されている久原梶ノ尾線
(諏訪・池田地区)

備
を
図
る
必
要
か
ら
二
つ
の
工
区

で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
起
点
側
の
久
原
工
区

で
す
。
こ
れ
は
県
が
施
工
す
る
も

の
で
あ
り
、
長
崎
生
コ
ン
か
ら
久

原
薬
局
ま
で
の

8
5
0
m
区
間
で

す
。
平
成
6
年
度
か
ら
事
業
に
入

り
、
日
年
度
を
目
標
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、

三
城
工
区
で
す
。

市
が
施
工
し
て
い
ま
す
が
、
す
で

に
供
用
開
始
し
て
い
る
池
田
・
諏

訪
地
区
を
延
ば
し
て
、
長
安
寺
上

り
市
道
ま
で
の

6
8
0
m
の
区
間

で
す
。
こ
の
区
間
も
平
成
5
年
度

か
ら
整
備
を
進
め
、

9
年
度
完
成

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

一
一つ
の
工
区
が
完
成
し
て
も
、

久
原
梶
ノ
線
計
画
道
路
の
未
整
備

区
間
は
ま
だ

3
、
2
7
0
m
あ
り

ま
す
。

十
分
な
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
一
日
も
早
い
全
面
開
通
が
必

要
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
方
々
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
行
政
と
し
て

も
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
ま

す
。

杭
出
津

1
丁
目
と
松
原
本
町
を
結
ぶ
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杭
出
津
松
原
線

ー

平
成
9
年
度
完
成
を
目
標
に

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
中

1

杭
出
津
松
原
線
は
、
杭
出
津
1

丁
目
と
松
原
本
町
を
結
ぶ
全
長
7
、

2
3
0
m
の
都
市
計
画
道
路
で
す
。

現
在
、
杭
出
津
1
丁
目
か
ら
富
の

原
2
丁
目
間

4
、
7
0
0
m
は
供

用
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
路
線
に
つ
い
て
も
、
国
道

担
号
と
と
も
に
都
市
の
骨
格
を
形

成
す
る
重
要
な
幹
線
路
線
で
す
。

久
原
梶
ノ
尾
線
と
同
様
、
緊
急
的

に
整
備
を
図
る
た
め
、
郡
川
を
挟

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
る
杭
出
津
松
原
線

(
大
村
郵
便
局
前
付
近
)

一{ 

--
.d"哩ゐ

ん
で
黒
丸
工
区
と
寿
古
工
区
の
二

つ
の
工
区
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

黒
丸
工
区
は
、
延
長

1
、
2
7

0
m
の
区
間
で
す
。
こ
れ
は
、
県

が
施
工
し
て
お
り
、
平
成
元
年
度

か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、

次
第
に
そ
の
姿
が
見
え
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
度
が
完
成
目
標
で
す
。

一
方
郡
川
か
ら
発
電
所
前
ま
で
の

寿
古
工
区
は
、
市
が
施
工
。
延
長

1
、
2
6
0
m
で
平
成
9

年
度
を
目
標
に
急
ピ
ッ
チ

で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
一
つ
の
地
区
を
結
ぶ
郡

大
橋
は
、
市
で
整
備
を
図

る
も
の
で
、
平
成
6
年
度

か
ら
整
備
を
進
め
、

9
年

度
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
工
事
に
向
け

て
の
設
計
段
階
で
す
。

杭
出
津
松
原
線
が
全
面

開
通
し
た
と
き
は
、
国
道

弘
号
の
渋
滞
解
消
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。



国
道
弘
号
と
久
原
梶
ノ
尾
線
を
結
ぶ

久

原

線

久
原
線
は
、
国
道
出
号
と
久
原

梶
ノ
尾
線
を
結
ぶ
路
線
で、

延
長

6
5
0
m
幅
員
M
m
の
都
市
計
画

道
路
で
す
。

こ
の
地
区
は
宅
地
化
が
著
し
く

交
通
混
雑
の
激
し
い
所
で
す
。
現

在
の
道
路
は
、
歩
道
が
な
か

っ
た

り
大
型
車
両
の
離
合
が
で
き
な
い

区
間
が
あ
る
な
ど
、
非
常
に
危
険

な
状
態
で
す
。
こ
の
久
原
線
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
国
立
長
崎

整
備
が
待
た
れ
る
久
原
線

(
久
原
2
丁
目
)

県
道
大
村
貝
津
線

平成 7年 8月号

鈴
田
・

三
浦
地
区
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
「
県
道
大
村
貝
津
線
」

の
拡
幅
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
長

1
1
、

6
1
4
m
で
、
現
在
工
事
改
修
率
は
お
・

5
%
(
9
、

6
4
7
m
)
で
す
。
残
り
は
祝
崎
工
区
、
日
泊
工
区
、

一

三
浦
工
区
と
な

っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
日
泊
工

区
は
本
年
度
完
成

し
、
三
浦
工
区
は

8
年
度
完
成
の
予

定
で
す
。
祝
崎
工

区
に
つ
い
て
は
、

早
期
完
成
を
目
指

し
て
努
力
し
て
い

ま
す
。

広報おおむら

ド
ラ
イ
バ

ー
の
休
け
い
場
所
と

し
て
人
気
の
あ
る
道
路
公
園

(
西
部
町
)

中
央
病
院
へ
の
緊
急
車
両
通
路
の

確
保
な
ど
に
役
立
ち
ま
す。

ガ
ス

・
水
道
・
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
整
備
も
行
わ
れ
、
住
環

境
の
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
久
原
梶
ノ
尾
線

(県
事
業
)
の
整
備
と
並
行
す
る
形

で
進
め
ら
れ、

平
成
叩
年
度
完
成

予
定
で
す
。
完
成
後
は
、
久
原
地

区
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
域
農
道

(
多
良
岳
西
部
)

広
域
農
道
は
、
松
原
1
丁
目
1
平
町
を
結
ぶ
全
長

u
・
6
M
の
道
路
で
す
。
こ
の
農
道
は
、
多
良
岳
山

麓
の
農
業
地
域
振
興
を
図
る
た
め
の
基
幹
農
道
で
、

現
在
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
度
に

全
線
舗
装
工
事
完

了、

9
年
度
の
早

い
時
期
に
開
通
で

き
る
予
定
と
な

っ

て
い
ま
す
。

整
備
が
進
ん
で
い
る
広
域
農
道

(
東
大
村
1
丁
目
)

一

国
道
制
号
大
村
弧
幅
の

一

早
期
実
現
を
願
っ
て

昨
年
、大
村
商
工
会
議
所
で
は
、

h
p
;:
也
F

重
要
推
進
事
業
と
し
て
工
業
部
会

一

、

ー判

V

1
4
i
aM

を
中
心
に
、
朝
夕
の
通
勤
、
ボ
l

一

胴

衣

一乙田
V
食

ト
開
催
時
に
お
け
る
国
道
弘
号
の

，
F

侵」

k
RR44

渋
滞
の
解
消
と
空
港
ア
セ
ク
ス
の

一

J
E苛
j
1
嗣
刊

た
め
に
、

4
車
線
拡
幅
の
市
民
総

ぐ
る
み
署
名
運
動
を
全
町
内
会
を

一
大

村

商

工

会

議

所

通

じ

て

行

い

ま

し

た

。
約
2
万
7
、

一

事
務
局
長
中
野
信
夫
さ
ん

0
0
0
人
の
署
名
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
市
民
の
切
実
な
願
い

の
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一

大
村
は
、
地
方
拠
点
都
市
地
域

一

の
指
定
な
ど
に
よ
り
、
将
来
に
向

一

か
つ
て
大
き
く
発
展
し
よ
う
と
し

一

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
発
展

一

の
要
と
な
る
市
内
幹
線
道
路
が
渋

一

滞
し
県
市
民
の
生
活
に
大
き
な
影

一

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

一

市
で
も
「
国
道
弘
号
等
大
村
市

一

内
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
」

一

が
組
織
さ
れ
、
国
や
県
へ
の
陳
情

一

な
ど
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

一

後

一
層
の
早
期
拡
幅
を
目
指
し
て
、
一

全
市
民
の
意
識
を
集
結
し
な
が
ら

一

関
係
機
関
に
、
強
く
要
望
し
て
い

一

く
こ
と
が
整
備
促
進
に
つ
な
が
る

一

と
思
い
ま
す
。

一

大村市中長町十今小長井町山茶花高原

多 良岳横断線

広域基幹林道が開通

市
内
中
岳
町
(菅一
瀬
地
区
)
か

ら
諌
早
市
と
高
来
町
を
経
由
し
て
、

小
長
井
町
広
川
良
ま
で
を
結
ぶ
、

広
域
基
幹
林
道
「
多
良
岳
横
断
線
」

開
通
式
が

5
月
口
日
、
高
来
町
山

犬
谷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
市
2
町
に
か
け
て
広
が
る
多

良
山
系
の
森
林
資
源
を
有
効
的
に

活
用
し
よ
う
と
、
県
が
昭
和
町
年

か
ら
開
設
工
事
を
始
め
、
総
事
業

費
は
約
幻
億
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

同
横
断
線
は
、
延
長
約
初
回
で

幅
員
は

5
m
。
沿
線
に
は
、
シ

ャ

ク
ナ
ゲ
の
里
河
畔
公
園
、
富
川
渓

谷
、
白
木
峰
高
原
、
山
茶
花
高
原

な
ど
、
多
く
の
景
勝
地
や
レ
ジ
ャ

ー
施
設
が
あ
り
ま
す
。

新
緑
や
紅
葉
な
ど
四
季
折
々
の

自
然
を
楽
し
む
格
好
の
ド
ラ
イ
ブ

コ
l
ス
で
す
。
山
歩
き
が
気
軽
る

に
で
き
る
の
で
、
散
策
や
森
林
浴

な
ど
に
も
最
適
で
す
。

- 5 -



地
震
・
台
風
・
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
や
火
災
に

よ
っ
て
、
毎
年
多
く
の
人
命
や
貴
重
な
財
産
が
失
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
て
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害

に
対
す
る
心
が
ま
え
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
身
の
安

全
を
守
リ
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

災
害
か
ら
守
り
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
、
つ
く
り
の

た
め
に
、
平
成
7
年
度
大
村
市
地
域
防
災
計
画
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。災害予防対策や災害応急対策などが協議された防

災・水防合同会議 (5/31・市役所)

"!・一!"O!
p・・ ~ . . . -" .~ ・0・ ... 

'・

こ
の
地
域
防
災
計
画
は
各
町
内
会

長
さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま
す

地
域
防
災
計
画
と
は

災
害
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

防
災
対
策
を
は
じ
め
災
害
情
報
や

伝
達
体
制
、
早
期
避
難
体
制
を
整

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
生

命
・
身
体
お
よ
び
財
産
を
各
種
の

災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
推
進
事
項

防
災
予
防
対
策
の
内

容
は

①
地
域
防
災
計
画
の
整
備
お
よ
び

組
織

1
防
災
会
議
委
員
を
従
来
の

お
人
か
ら
犯
人
体
制
に
し
、
組
織

の
充
実
と
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
町
内
会
な
ど
に
よ
る
自
主
防
災

組
織
の
結
成

1
災
害
か
ら
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
ろ

う
」
と
い
う
隣
保
共
同
の
精
神
と

連
帯
感
は
、
過
去
の
災
害
の
例
か

ら
大
変
重
要
な
も
の
と
し
て
認
識

し
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

①
防
災
関
係
の
相
互
連
絡
網
の
整

備
や
各
種
会
議
な
ど
の
開
催

1
日

ご
ろ
か
ら
、
各
防
災
機
関
と
の
相

互
連
絡
網
の
整
備
を
行
い
、
災
害

時
の
適
確
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
随
時
必
要
に
応
じ
会
議
を

開
き
調
整
し
ま
す
。

防
災
機
関
に
よ
る
総

点
検
の
実
施
と
対
策

の
内
容
は

-
地
滑
り
崩
壊
防
止
区
域
、
急
傾

斜
危
険
箇
所
、
土
石
流
危
険
区
域
、

溜
池
な
ど
や
避
難
場
所
の
点
検
を

行
い
、
年
次
計
画
で
順
次
整
備
を

し
て
い
ま
す
。

-
市
民
に
対
す
る
周
知

l
市
政
だ

よ
り
な
ど
に
よ
り
、
地
震
に
対
す

る
心
得
、
地
区
別
緊
急
避
難
場
所

の
周
知
や
集
中
豪
雨
、
台
風
に
対

す
る
心
得
を
掲
載
し
な
が
ら
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

6 -

自
主
防
災
訓
練
お
よ

び
地
域
住
民
一
体
と

な
っ
た
総
合
訓
練
の

実
施
は

-
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
図
る

と
と
も
に
、
各
地
域
の
自
主
防
災

組
織
に
お
け
る
個
々
の
訓
練
や
防

災
機
関
、
市
民

一
体
と
な
っ
た
総

合
防
災
訓
練
を
行
い
、
災
害
に
お

け
る
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

災
害
応
急
対
策
は
(
災

害
が
発
生
し
、
ま
た
は

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

時
の
対
策
は
)

-
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
各
種

の
気
象
警
報
の
発
表
、
長
雨
時
に

発
表
さ
れ
る
大
雨
注
意
報
な
ど
に

よ
り
、
各
種
災
害
の
発
生
が
予
測

さ
れ
る
時
は
「
災
害
警
戒
本
部
」
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

・
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
充
実
を

図
り
ま
す
。



広報おおむら 平成 7年8月号

※避難信号を覚えておいてください

・サイレンの場合

約 1分→ 休止 → 約 1分
(約5秒)

・警鐘信号 乱打

~萱瀬ダムの放流について~
放流する前にサイレンを吹鳴します。(洪水調節のため)

1分吹鳴→休止→ 1分 吹鳴 →休 止→ 1分吹鳴
15秒 15秒

安全に避難するためには

①避難するのはどんなとき
・初期の消火ができずに、燃え広がる恐れのある場合

サイレン、警鐘によるほか消防・

警察・市役所の各車両、口頭な

どの広報手段で知らせます。

災害対策本部(市役所内
合 53-4111 fi 52-3883 

|夜間は fi53-4124も増設されます

l 消防署包52-4138

| 防災対策室(消防署内)岱52-2316

・警察官、消防署員および消防団員、市の職員などから避難の指示があった場合

・ラジオなどの報道や市の情報、周囲の状況か ら、自ら避難の必要があると判断

した場合

②避難するときのしたくは
・緊急避難する場合は、動きやすい服装ですばやく行動できるように

・避難時に持ち出したいものを欲ばりすぎると、安全な避難に支障をきたします

荷物は最小限にまとめましょう

③緊急避難場所の確認 (平成 7年 6月号市政だよりに掲載しています)

・家族全員が、避難場所を確認しておきましょう O 休日には家族そろ って緊急避

難場所まで歩いてみたりして、道順などを覚えておきましょう

・家族が落ち合う場所を決めておき ましょう

家族で、防災について話し合いましょう

もしものときに備えτ...
家族一人Uとりがどうれう行動を

とればよれか。ふだんから家族て
話し合れをしましょう。
日ζ“ろの心がけが、()ざとわう

ときても適切な行動がとれ~よう
になり、身の安全を守~大きな力
となります。

- 7 -

話し合いのポイント

①災害が起きたときの各自の役割

①消火器、バケツなど備えと使い方

③家族がばらばらのときなどの連絡方法

④非常持出品のチェ ック

⑤緊急避難場所の確認

⑥そのほか(避難の方法など)

@、



ト
一コ
-
V

3
-水

力
-ス

4
せ
ん
定
の
技
術
向
上
を
図
っ
て

大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
虞
田
和
敏
理
事
長
、
会

員

3
8
0人
)
の
植
木
せ
ん
定
講
習
会
が
、

7
月
7
日
市
役
所

で
あ
り
、
構
内
の
松
を
教
材
に
、
会
員
犯
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、

6
年
度
で

2
、
3
6
9件
の
仕
事
を
受
注

し
て
い
て
、
そ
の
う
ち

4
5
8件
が
檀
木
の
せ
ん
定
作
業
で
す
。

市
民
か
ら
の
せ
ん
定
依
頼
が
年
々
増
加
し
、
そ
の
需
要
に
応

じ
き
れ
な
い
の
が
現
状
。
そ
こ
で
、
今
回
も
講
師
の
富
永
和
博

さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
松
の
芽
摘
み
や
枝
づ
く
り
な
ど
熱
心
に

取
り
組
み
、
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

(7/7 .市役所構内)

企この夏は野岳湖キャンプ場ヘ
(7/7・野岳湖キャンプ場)

夏のキャンプシーズンを迎え 7月7日、野岳湖

キャンプ場の山開きがあり 、式には、市関係者な

ど約30人が出席。神事を行い期間中の安全を祈願

しました。

野岳湖は、捕鯨で財をなした深沢儀太夫が築い

た人口湖で、貯水量90万t、周囲は約 4krno 

湖周辺のキャンプ場は、 15人収容のバンガロー

5棟(料金:4，500円)、 5人用テント70張(料金:

800円)が使用でき、ポートや自転車(有料)、 野外

炉、シャワーなどがある県内屈指のキャンプ場で

す。

また、近くにはながさき自然休養林や郡岳登山

道入口もあり 、毎年多くの人でにぎわいます。

f 

(7/1・市立図書館前)

社会を明るくする運動と青少年を非行から守る全国強調月間に

ちなみ、市民への意識高揚を図ろうと 7月1目、街頭パレードが

行われました。

パレードには、保護司会、健全育成協議会、連合婦人会、 PT
A連合会、市関係者など市内の24団体約 230人が参加、西大村中

学校のブラスパンドを先頭に天正夢広場を出発しアーケード街を

パレ ド。風せんやチラシなどを配り 、市民に運動への協力を呼

びかけました。

4非行防止を呼びかけ
耳、

司
君E

tご川
Lの

h書
名す
ノスつ

橋安
イヨ ?う
近り

自然の豊かな郡川の環境美化活動の一環として、

郡川水利組合連合会(田中惣次会長)は、7月の日曜日

2ロにわたって、郡川|一斉草刈り清掃を行いました。

郡川|は県の管理ですが、自分たちが住んでいる地

域の川|をきれいにしようと、郡川流域の住民ら約400
人が参加。住民の手入れてー荒瀬橋から下川原周辺ま

での景観もすっかり美しくなりました。

も

ら ~
4白認戸事

T弔 v ・ 4橿 z ・ 11 一一 ， 

定 、 コみ持 ~~ 京語
)犬 、品議~..o- '- のが初富
L V ナー霊長宍 6産書

ゎド這 ノロ崎ノi¥月壁発
民ど で向いはで・街 27::2見
三が地一 扉 も 展 、街し 医道卜日大 山

に日;38霊会守討ち宇同高2需李
主三号雪元主干25議室右花語RA E↓ 

財宿ナ企た冬 T目前な時ま 2振「
ま期やナ約の L 画麻 b とのど代 k 日~ ¥L-

」間特 I40ス l」 o 更れしアにに~ま望芙
~中産で点ケは をまて|貢日 で歪村

は物はを ッ 南 知ドにケ献本 市出の
市な 、展チ蛮 つロぎ|しの 内竺歴

• J 

6 
/ 
13 

片
町

自転者利用者のマナーアップを図り 、自転車がらみ

の突通事故を防止しようと 、県下では初めて大村警察

署と市など12関係団体が参加し、「大村BB(パイスク

ール、バイク)セーフティ・アップ作戦」と銘打って

青少年の指導が行われました。

主に、高校生を対象に運転マナーやハンドルロック、

ブレーキ、防犯登録の有無などについて点検。点検台

数の約 6割は合格でしたが、ライトが点灯しなかった

り、ブレーキがきかない自転車もあり 、さっそく改善

するように指導しました。

4

B
・B
作
戦
で

マ
ナ
l
ア
ッ
プ
/

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
の
お
願
い

8 -

労
働
省
で
は
、
本
年
7
月
紅
白

現
在
で
、
常
用
労
働
者
1
人
か
ら

4
人
を
雇
用
す
る
事
業
所
を
対
象

に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所

に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
お
よ

び
雇
用
の
動
き
を
都
道
府
県
別
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

8
月
上
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
お

訪
ね
し
ま
す
。
調
査
し
た
内
容
は

秘
密
が
守
ら
れ
、
統
計
以
外
の
目

的
に
は

一
切
使
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

調
査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
県
統
計
課

(
宮
0

9
5
8
⑫
1
1
1
1
)
 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

予
約
申
し
込
み
は

8
月
初
日
制
ま
で

1
等
6
、
0
0
0
万
円
、
前
後
賞

と
合
せ
て
1
億
3
、
0
0
0
万
円
。

別
名
「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
」

と
も
い
わ
れ
、
こ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
街
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

※
宝
く
じ
は
、

県
内
で
買
い
ま
し

ト

AF
λ
1
0

日

一司

一
「楽
し
い
旅
・ゆ
と
り
と
マナ
ー
で
再
発
見
」

7
亘
-H
一

~
一周一

一

口
M

一
.，

一

1
一光

一

日
一観
一

気
持
ち
の
よ
い
観
光
を
楽
し
む
た
め

に
、
観
光
地
で
は
、
資
源
の
保
護
や
美

化
に
努
め
、
自
分
の
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
の
人
権
相
談
所
」

が
開
設
さ
れ
ま
す

日
時

8
月

μ
日
側
、
午
前
日
時
1

午
後
4
時

場
所

大
村
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

(宮
⑬
1
3
5
2
)

(. 

「子ども人権

110番」設置

ft 0958 (27) 7831 

毎日相談に応じてい

ます。(休・祭日、時

間外は留守番電話)

E 

第

9
固
な
が
さ
き

N

若
い
芽
H

の
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

8
月
初
日
間
、
午
後
1
時
必
要
で
す
。
市
文
化
課
・
中
央
公

初

分

開

演

民

館

・

市

立

図

室

長

・

中

地

区

公

会
場

市

民

会

館

民

館

・
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。)

内
容
小
・

中

・
高
校
生
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
県
文
化
課
(
宮

0

ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト

9
5
8
⑧
5
0
1
0
)、
市
文
化

入
場
料
無
料

(
入
場
整
理
券
が
課

設
備
資
金
の
半
額
を
無
利
子
貸
し
付
け

中
小
企
業
の
設
備
の
近
代
化
を

図
る
た
め
、
県
内
の
中
小
企
業
者

を
対
象
に
、
設
備
設
置
に
必
要
な

額
の
2
分
の
1
以
内
の
資
金
を
無

利
子
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

貸
付
限
度

4
千
万
円
ま
で
。
返

済
方
法
は
1
年
据
え
置
き
の
4
年

大村市認定農業者制度がスタート.ゲ

~やるきのある農業者を応援します~

(認定農業者とは)先進的農業経営の目標に向けて、経営
ノ の改善をめざす農業者を大村市が農業

の担い手として認定し、目標達成を関係機関 (市、 農協、農業

改良普及センタ ーな ど)が支援します。

支援内容 ① 農用地の利用集積への支援 (農業委員会)

② 課税の特例 (機械などの割増償却)

③ 農林漁業金融公庫からの融資 ④研修の実施

均
等
払
い
で
す
。

申
し
込
み

随
時
受
け
付
け

資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳

し
く
は
、
商
工
会
議
所
、
県
商
工

課

(
8
0
9
5
8
⑫
6
0
7
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認定書交付式 (6/26・市役所)

大村市初の認定農業者が

誕生。 6月26日の経営改善

計画認定書交付式において

6経営体の認定農業者が認

定さ れました。今後、市は

約500経営体の認定農業者

を予定し、推進していきま

す。

問い合わせ 農林水産課

- 9 -



老齢福祉年金証書を

提出してください

金最善まち

国保税の納付は

口座振替で

8
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
人
が
定
時
届
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
月
で
す
。

8
月
期
分

(
8
月
日
日
か
ら
郵

便
局
で
受
給
で
き
ま
す
)
を
受
け

ら
れ
た
ら
す
ぐ
に
証
書
を
年
金
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
制
限
な
ど
で
1
年
間
支
給

停
止
に
な
っ
て
い
た
人
も
提
出
が

必
要
で
す
。

証
書
(
緑
色
の
手
帳
型
)
は
、

7
月
末
ま
で
に
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
郵

便
局
で
受
給
後
そ
の
封
筒
に
い
れ

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

『
公
的
年
金
申
立
書
』
が
同
封
さ

れ
て
い
た
人
は
必
ず
一
緒
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
ほ
か
の
公
的
年
金
(
思

給
な
ど
)
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
人
は
、
そ
の
公
的
年
金
証
書
お

よ
び
額
改
定
通
知
書
と
印
か
ん
を

持
参
し
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

証
書
の
提
出
を
忘
れ
た
り
、
ほ

か
の
年
金
の
届
け
出
を
し
な
け
れ

ば
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
年
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

8
月
日
日
幽
1
2
日

ω

提
出
先
保
険
年
金
課
年
金
係

あなたの口座から自動的に引

き落とされる便利な口座振替を

おすすめします。

納め忘れがなく、納期ごとに

納めに行く手聞がはぶけます。

口座振替依頼書に記入し、銀行、

信用金庫、農協または税務課、

各出張所の窓口に提出してくだ

さい。

手続きに必要なものは、保険

税の納付書、預金通帳、通帳使

用印です。

今月は、 5月にかかった医療

費をお知らせします。

ご不明な点は、保険年金課保

険係までお問い合 V 

わせください。 浜~r

ト蛍袋

C.C 
、0'"

第8回国民年金写真コンテスト入賞作品

「てれる S君」入選

山口スミ子さん(古町2丁目)の作品

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

ー
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作
文
を

ま
っ
て
い
ま
す

l

- 10-

国民年金

長
崎
県
国
民
年
金
課
、
諌
早
社

会
保
険
事
務
所
主
催
に
よ
る
国
民

年
金
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

幻
世
紀
の
高
齢
社
会
を
担
い
、

公
的
年
金
制
度
を
支
え
る
世
代
と

な
る
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
年
金

へ
の
関
心
を
持
ち
、
日
常
生
活
の

中
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

よ
り
身
近
な
も
の
に
し
て
も
ら
う

た
め
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
応
募
資
格
中
学
生

租
税
に
関
す
る
作
文

次
代
を
担
う
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、

税
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ
て
も
ら

お
う
と
、
高
校
生
か
ら
「
税
に
関

す
る
作
文
」
を
、
中
学
生
か
ら
「
税

に
関
す
る
標
語
」
を
次
の
要
領
に

よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

。
高
校
生
の
作
文

一ア

l
マ
税
に
つ
い
て

応
募
資
格
高
校
生
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
点
数
お
よ
び
字
数

1
人
1
編
と
し
、

3
、
0
0
0
字

以
内
(
表
題
・
住
所
・
氏
名
・
学

校
名
と
そ
の
所
在
地
・
学
年
・
性

⑦
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

3
枚
以
内

③
応
募
方
法
各
中
学
校
で
取
り

ま
と
め
、
優
秀
作
品
7
点
以
内
を

諌
早
社
会
保
険
事
務
所
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

④
締
め
切
り

9
月
日
日
制

※
入
選
者
に
は
賞
状
お
よ
び
記
念

品
、
応
募
者
全
員
に
参
ノ
加
賞
が

贈
呈
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
諌
早
社
会
保
険
事

務
所
(
宮
⑧

1
6
6
5
)

• 
標
語
ぼ
し
ゅ
う

別
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
)

応
募
期
限

9
月
8
日
倒

。
中
学
生
の
標
語

一ア

l
マ
税
に
つ
い
て

応
募
資
格
中
学
生
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
点
数

1
人
何
編
で
も
よ
く
、
特
に
制

限
あ
り
ま
せ
ん
(
住
所
・
氏
名
・

学
校
名
と
そ
の
所
在
地
・
学
年
・

性
別
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
)

応
募
期
限

9
月
日
日
間

応
募
・
問
い
合
わ
せ
諌
早
税
務

署
総
務
課
(
宮
⑫

1
3
7
0
)



平成 7年 8月号

花の街スケッチ大会の

広報おおむら

入賞者決まる

参加希 500
人

出品憲民
4，8蘇

6
月
4
日
制
に
行
わ
れ
た
第
7

回
花
の
街
ス
ケ
ッ
チ
大
会
に
は
約

5
0
0
人
も
の
参
加
が
あ
り
、

4

1
8点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

。
最
優
秀
賞
(
大
村
商
工
会
議
所

会
頭
賞
)

山
口
ゅ
う
き
・
・
・
大
村
小
4
年

あ
じ
さ
い
部
門

。
優
秀
賞

い
わ
口
た
か
ひ
こ
:
・
竹
松
小
2
年

。
協
賛
賞

板
東
彩
香
・
・
・大
村
小
6
年

。
特
選

草
野
桃
子
・
・
・
大
村
小
5
年

花
し
よ
う
ぶ
部
門

。
優
秀
賞

ふ
ち
か
み
の
ぶ
こ
:
・
向
陽
幼
稚
園

。
協
賛
賞

近
藤
悠
樹
・
・
・
西
大
村
小
6
年

松
尾
奈
津
美
・
・
・
旭
が
丘
小
6
年

お
だ
さ
く
ら
こ
・
:
向
陽
幼
稚
園

。
特
選

吉
原
千
尋
・
・
・
西
大
村
中
1
年

福
田
将
大
・・・旭
が
丘
小
5
年

酒
井
宏
奈
・
・
・
向
陽
幼
稚
園

風

部

r~ 

景

大村商工会議所会頭賞
山口ゅうきくんの作品

。
優
秀
賞

川
尻
佳
奈
子
・
・
・
竹
松
小
6
年

。
協
賛
賞

吉
田
聡
史
・
・
・西
大
村
小
1
年

中
野
将
吾
:
・
西
大
村
中
2
年

。
特
選

辻
美
香
・
・
・
大
村
小
4
年

き
む
ら
め
ぐ
み
・
・
・
富
の
原
小
1
年

ほ
か
入
賞
者

m人

多
数
の
ご
参
r
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

4 

一日婦人議会が聞かれます d函声を竺ジ
~誰でも気軽に参加できます~

婦人を取り巻く諸問題や生活に関する話題について学

習を続けている「大村生活学校」が、地方自治についての

学習の機会として開催します。

議会では、環境や福祉の問題、生活の問題など婦人の

立場からの質問や意見に対して市側が答えたり、聴いた

りします。

日 時 8月30日側、午前 9時~午後零時10分

場所市コミセン大会議室

主催大村生活学校 共 大村市連合婦人会催

中央公民館(市コミセン内包⑬ 3161) 問い合わせ昨年の婦人議会

ケ肩1日--J製造物責任法CPL)去)が施行されました。ご存じですか?

製
造
物
責
任
と
は
、
製
品
の
欠
陥

に
よ
り
生
命
・
身
体
ま
た
は
財
産
に

被
害
を
受
け
た
と
き
、
製
品
の
製
造

業
者
な
ど
が
、
損
害
賠
償
の
責
任
を

負
う
と
い
う
も
の
で
す
。

現
代
社
会
で
は
、
次
々
と
新
し
い

便
利
な
製
品
が
生
ま
れ
る
一
方
で
、

製
品
に
思
い
が
け
な
い
欠
陥
が
あ
り
、

事
故
が
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
今
ま
で
は
、

製
造
業
者
の
責
任
を
問
う
た
め
に
は
、

製
造
業
者
の
過
失
を
被
害
者
が
証
明

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
製
造
物
責
任
法
の
施
行
に

よ
り
、
製
造
物
の
欠
陥
の
証
明
が
で

き
れ
ば
、
製
造
業
者
に
損
害
賠
償
を

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
い
う

「欠
陥
」
と
は
、

人
や
財
産
の
安
全
性
に
関
わ
る
製
品

の
欠
陥
の
こ
と
で
、

単
な
る
製
品
の

故
障
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

製
品
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
正
し

く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
万
一
事
故
が

起
こ

っ
た
と
き
は
、

事
故
製
品
の
保

管
や
写
真
を
撮
る
な
ど
の
証
拠
を
残

す
こ
と
も
必
要
で
す
。

相談・問い合わせ

商工観光課、長崎県

消費生活センター

(宮0958⑫0999) 
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8
月
♂
日
を
中
心
に
大
村
湾
関
係
4

市
9
町
で
一
斉
に
沿
岸
漕
掃
が
行
わ

れ
ま
す
。

今
回
は
、
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る

会
の
大
村
主
部
長
を
男
め
て
お
ら
れ
る

中
島
晴
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で
、大
村
湾
を
美
し
く

大村水彩画

クラブ

尚
年
海
外
協
力
隊
口

市

役

所

を

表

敬

訪

問

世
界
谷
地
の
問
罪
途
上
国
で

桂
樹
な
ど
の
而
で
貢
献
す
る
背
年

海
外
協
h
陣
目
。
今
回
こ
の

一
日

と
し
て
活
動
に
参
加
す
る
佐
涙
理

恵
子
さ
ん
歪
揃
小
学
校
教
諭
)

が
7
月
6
目
、
市
役
所
を
助
れ
問

中
助
役
に
出
発
の
あ
い
さ
つ
を
さ

れ
ま
し
れ

fz

佐
藤
さ
ん
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ホ

三
ン
ユ
ラ
ス
で
2
年
問
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
当
た
ら
れ
ま
す
。

問
中
助
役
は

「体
に
気
を
つ
け

て
副
巌
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
融
励

し
ま
し
た
。

~ ごぢ5E3EIJfI曹~ 
図
中
助
役
に
出
発
の
あ
い
さ
つ
を

す
る
膏
年
海
外
鎗
カ
隊
員
の
佐
複

理
恵
子
さ
ん
回
(7
/
6
・市
役
所
)

ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
同
年
日
を

迎
え
ま
す
。
人民

μは
現
官
印
人
で

す
。絵

の
貯
き
な
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
古
い
会

nも
新
し
い
会
品
も

- 12ー

区
別
な
く
お
互
い
に
楽
し
く
助
け

合
い
な
が
ら
、
協
月
2
由
の
例
会

を
待
ち
遠
し
く
哩
討
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、

主
と
し
て
室
内

で
の
静
物
(
花
、
果
物
、
入
車
、

人
物
な
ど
)
を
描
い
て
、
そ
の
つ

ど
作
品
の
批
討
な
ど
全
口
で
行
い
、

時
に
天
肱
の
よ
い
日
に
は
股
外
的

風
世
写
生
に
も
出
か
け
た
り
し
て

い
ま
す
。

結
に
興
M

怖
が
あ
ら
れ
る
人
ま

た
は
結
が
貯
き
な
人
は
ち
ょ

っ
と

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

例
会
毎
月
第
2

第
4
金
曜
日

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

場
所
中
地
戻
ム
民
舶

連
綿
先
様

(宮
⑫

6
5
3
1
)
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し美を靖

家
の
ま
わ
り
や
道
路
、
広
場
、

す
U

公
園
、
海
岸
、
河
川
な
ど
に
散
乱

-
V

し
て
い
る
ゴ
ミ
や
空
き
か
ん
は
、

を

自
然
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
郷
土
の

ち

環
境
を
台
な
し
に
し
ま
す
。

t
h醗
鱗
鮎
醗
一

大
村
湾
沿
岸

明
調

欝

建

一
斉
清
掃
の
白

川
い

8
月
幻
日
を
中
心
に
大
村
湾
関

λ
係
4
市
9
町
で
、
一
斉
に
沿
岸
清

村

掃
が
行
わ
れ
ま
す
。

・6

0
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
大

一

村
支
部
で
は
、
所
属
団
体
ご
と
に

F
沿
岸
清
掃
の
担
当
区
域
・
日
時
を

可

決
め
て
い
ま
す
。

市
民
会
場
大
村
公
園
先
沿
岸

(
史
跡
新
蔵
波
止
付
近

)
l玖
島
川

1
大
高
ボ
l
ト
部
艇
庫
前
沿
岸
H
H

※
合
成
洗
剤
を
追
放
す
る
大
村
市

連
絡
会
〔
町
内
会
も
加
入
〕
担
当

区
域

一「噂V

平成 7年 8月号広報おおむら

大

清

掃

昨年の市民大清掃

美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
し
よ
う
と
、
今
年
も
市
内
一
斉

に

「市
民
大
清
掃
」
が
行
わ
れ
ま

す
。

日
時

8
月
6
日
側
、
午
前
7
時

j

8
時
ま
で

※
危
険
な
場
所
(
例
え
ば
交
通
量

の
多
い
道
路
、
踏
切
周
辺
、
が

け
な
ど
)
は
、
必
ず
さ
け
て
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
大
村
市
衛
生
組
織
連
合
会
、

大
村
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
、
大

村
市

問
い
合
わ
せ
市
民
大
清
掃
事
務

局
(
環
境
保
全
課
)

時

間

午

前
7
時
初
分
か
ら

事
務
局
環
境
保
全
課

※
な
お
、
当
日
は
長
靴
を
は
い
て

来
て
く
だ
さ
い
。
(
雨
天
中
止
)今月 3月に実施された沿岸清掃

v清揮課か5のお願い

最
近
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
全
国
的
に

問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
大
村
市
で
も
山

間
部
を
中
心
と
し
た
不
法
投
棄
が
、
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
去
る
6
月
比
日

の
環
境
月
間
に
、
警
察
・
保
健
所
・
県
・
市

合
同
に
よ
る
不
法
投
棄
の
取
締
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
。
こ
の
中
で
、
投
棄
者
が
判
明
し
た

物
件
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
か
ら
回
収
撤

去
を
厳
し
く
指
導
し
ま
し
た
。

投
棄
さ
れ
た
も
の
に
よ

っ
て
は
、
人
や
環

境
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

住
み
よ
い
き
れ
い
な
環
境
の
大
村
市
に
す

る
た
め
に
も
、
不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

不法投棄は許しません.P

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
』
で
は
、

不
法
投
棄
に
対
し
て
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
産
業
廃
棄
物
等
投
棄
の
場
合

1
年
以
下
の
懲
役
又

は
叩
万
円
以
下
の
罰
金

②
そ
の
他
の
廃
棄
物
投
棄
の
場
合
・
・
・

6
か
月
以
下
の
懲

役
又
は
切
万
円
以
下
の
罰
金

悪
質
な
不
法
投
棄
者
に
つ
い
て
は
罰
則
を
適
用
し
ま
す
。

心ない人による不法投棄が…

で、

一
人
で
持
て
な
い
物
⑤
ベ

ッ

ト
の
砂
(
汚
物
を
取
り
除
い
て
)

⑥
そ
の
他
「
ゴ
ミ
の
出
し
方
・
不

燃
物
収
集
日
割
表
」
を
、
よ
く
見

て
く
だ
さ
い
。

。
ゴ
ミ
の
収
集

-
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
:
・
お
盆
の
期
間

中
も
平
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

-
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
・
・
・
「
日
割
表
」

通
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

1
0
0
)
 

清
掃
課
(
宮
⑪
3

ベ
ン
チ
寄
贈

環
境
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し

よ
う
と
、
長
崎
県
産
業
廃
棄
物
協

会
大
村
東
彼
支
部
(
恒
石
源
治
支

部
長
)
は
、

6
月
別
日
、
市
へ
ベ

ン
チ
2
脚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

ベ
ン
チ
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

hv
田
中
助
役
に
ベ
ン
チ
目
録
を
手

渡
す
恒
石
大
村
支
部
長

(
6
/
却
・
市
役
所
)
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し
尿
汲
み
取
り

お
盆
は
休
み
ま
す

8
月
日
日

ω、
日
日
闘
の
汲
み

取
り
は
、
汲
み
取
り
業
者
の
盆
休

み
に
当
た
り
ま
す
の
で
汲
み
取
り

は
行
い
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

。
緊
急
時
の
連
絡
は

大
村
清
掃
宮
⑬
0
2
3
3

岩
藤
清
掃

宮
⑮

1
5
7
1

野
田
清
掃
宮
⑧
8
4
4
0



現

況

届

(
児
童
扶
養
手
当
)

所

得

状

況

届

(
特
別
児
童
扶
養
手
当
)

1
8月
刊
日
j

9
月
刊
日
ま
で
に
提
出
を

l

①

児
童
扶
養
手
当

父
親
の
い
な
い
家
庭
、
児
童
が
父
親
か

ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家
庭
ま
た

は
、
父
親
が
身
体
障
害
者
な
ど
の
家
庭
で
、

児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る

よ
う
に
、
そ
の
児
童
の
母
ま
た
は
母
に
代

っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
手
当
の
申
請
は
、
手
当
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
5
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
、

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

一

事
也
、
⑭
自
己

mw
頃
抱
巴

一

長
崎
、
広
島
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
や
、
戦
争
の
犠

一
牲
と
な
ら
れ
た
人
た
ち
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
、
次
の
日
時
で
サ

一
ィ
レ
ン
を

1
分
間
鳴
ら
し
ま
す
。

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
ょ
う
。

8
月
6
日

8
月
9
日

8
月
日
日

午
前

8
時
日
分
(
広
島
原
爆
祈
り
の
日
)

午
前
什
時

2
ハ
刀
(
県
民
祈
り
の
日
)

正
午
(
全
国
戦
没
者
追
悼
式
)

手
当
の
額
(
月
額
)

児
童
1
人:・
4
万
1
、
3
9
0
円
、
児

童
2
人:・
5
、
0
0
0
円
加
算
、
児
童
3

人
以
上

:
i人
増
え
る
ご
と
に

3
、
0
0

0
円
加
算
(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

玄

特
別
児
童
扶
養
手
当

こ
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
障

害
の
あ
る
初
才
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る

父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

重
度
障
害
児
・
:
5
万
3
5
0
円
、
中
度

障
害
児
・
:
3
万
3
、
5
3
0
円
(
所
得
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
①
②
と
も
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届
こ
の
届
け
は
、

手
当
を
引
き
続
い
て
受
け
る
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
審
査
す
る
た
め
の
大
事
な
手
続

き
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
引
き
続
い
て

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

県忠霊塔墓地供養

関係者の方のご参列をお願いしま

8月9日(樹、午前10時

県忠霊塔旧陸軍墓地前(三城

町)

県殉国慰霊奉賛会大村市支部

土
寸

f

白川

口

口
H

-

E

J

す

日

場

主催

一

大
村
市
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
平
和
を
訴
え
る
た
め

一

「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
起
草
委
員
会
」
を
発
足
し
ま
し
た

一

今
年
は
、
大
東
亜
戦
争
が
終
結
し
て
印
年
目
を
迎
え
ま
す
。
あ
の

一

惨
禍
が
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
大
村
市
は
核
兵
器

一

廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
内
外
の
人
々
に
訴
え
、
さ
ら
に
は
子
孫

一

に
伝
え
て
い
く
た
め
、
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
を
行
う
よ
う
準
備
を

一

進
め
て
お
り
ま
す
。

一

本
年
3
月
議
会
に
お
い
て
も
、
「
非
核
市
宣
言
に
関
す
る
請
願
」

一

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
日
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

一

る
今
年
、

8
月
日
日
に
宣
一
一
一
一
口
を
行
う
予
定
で
す
。

一

こ
の
た
め
、
各
界
各
層
の
市
民
代
表
お
人
の
方
々
に
、
起
草
委
員

一

会
委
員
を
お
願
い
し
宣
言
文
を
協
議
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
に
必
要
な
も
の

①
手
当
証
書
②
世

帯
全
員
の
住
民
票
③
児
童
が
別
居
の
場
合

は
、
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

お
よ
び
監
護
申
立
書
④
平
成
7
年
1
月
2

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
6
年

戦没者ご霊前に

供え物を差し上げます

うら盆を迎えるにあたり、戦没者ご

霊前に供え物を各地区遺族世話人を

通じて配布します。

万一届かない人がありましたら、

福祉課庶務係 (内線 15 6) まで申

し出てください。

1 

-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー'・ーーー'ーーーー・ーー・・ー---ーー・ーーー・ ・・ ・・ーーーーーーーーーーーーー・ーーーーー-~
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分
所
得
証
明
書
⑤
年
金
を
受
け
て
い
る
人

は
年
金
証
書
(
児
童
扶
養
手
当
の
み
)
⑥

印
か
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

係

健康子レホふサービス
大長崎 ft0958-26-5511

福
祉
課
児
童
家
庭

月 食中毒

月8 火 打ち身や切り傷の手当

の 水 清涼飲料水の飲み過ぎ
フー 木 若い女性の脱毛

金 ゴルフと突然死マ
土・日 老人の性



福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

心
身
障
害
者
・
母
子
・
寡
婦
・
未
婚
の

女
子
・
寡
男
・
父
子
・
老
保
障
害
者
の
福

祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
が

9
月
初
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
者
に
つ
い
て
は
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
、
必
要
な
も
の

・
印
か
ん
・
健
康
保
険
証
・
現
在
使
用

中
の
受
給
資
格
者
証
・
通
知
の
ハ
ガ
キ
・

金

婚

式

該
当
者
ヘ
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す

ー
該
当
す
る
人
は
申
請
を

1

平成 7年 8月号

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
を
祝
福
し
、

長
年
、
円
満
な
家
庭
を
築
か
れ
社
会
の
た

め
に
貢
献
さ
れ
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

9
月
日
日
現
在
で
大
村
市
に
1

年
以
上
居
住
す
る
夫
婦
で
、
婚
姻
(
戸
籍

に
記
載
さ
れ
た
日
)
か
ら
満
印
年
を
迎
え

ら
れ
た
夫
婦

※
婚
姻
年
月
日
が
昭
和
四
年
9
月
日
日
か

ら
昭
和
初
年
9
月
日
日
ま
で
。

申
請
方
法
該
当
す
る
人
は
申
請
書
に
戸

籍
謄
本
を
添
え
て
、
高
齢
者
対
策
室
に
提

広報おおむら

障
害
者
医
療
の
該
当
者
は
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
・
今
年
1
月
2
日
以

降
に
転
入
し
た
人
や
扶
養
義
務
者
が
市
外

に
在
住
の
人
は
、
所
得
証
明
書
、
課
税
証

明
書
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

福
祉
課
で

9
月
1
日
か
ら
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

※
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
叩
月
1
日

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

9
月
比
日
制

問
い
合
わ
せ
高
齢
者
対
策
室

長
寿
を
祝
っ
て

敬
老
金
を
贈
り
ま
す

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
大
村
市
に
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
刀
歳
以
上
の
人

か
ら
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

程

月 日 場 所

9月4日(月) 市役所

9月5日ω 西大村出張所(中地区公民館)

9月6日(水) 竹松・萱瀬・松原各出張所

9月7日(木) 福重・ 三浦・鈴田各出張所

9月8日(金) 市役所

日新更

昨年の金婚祝賀記念品贈呈式

祝
金
の
額
次
の
通
り
支
給
し
ま
す

0

・n歳
か
ら
乃
歳
1
3
、
0
0
0
円

・ω歳
か
ら
鈎
歳
1
5
、
0
0
0
円

-
m
w
歳
以
上

1
8
、
0
0
0
円

※
∞
∞
歳
以
上
の
人
に
は
県
の
敬
老
金
も
贈

ら
れ
ま
す
。

手皇

月日 場 所

9 
三浦・鈴田・萱瀬・

(/ 1月1) 福重・松原各出張所

ω/19 2 ノ。市役所、西大村・

竹格各出張所

嗣/19 3 / 
市役所

西大村出張所

日呈贈※
該
当
す
る
人
に
は
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
指
定
の
日
に
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。
新
規
に
口
座
振
替
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、

8
月
4
日
ま
で
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
き
い
。

問
い
合
わ
せ
高
齢
者
対
策
室

婦
人
が
ん
検
診
受
付
中

午前 9時30分~午後 4時

市
で
は
、
初
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
、

次
の
日
程
で
婦
人
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
早
め
に
!

実
施
日

9
月
幻
日
制

-m日
制

・
日
月

4
日
制
・

6
日
制

場
所
市
立
病
院

負
担
金
子
宮
が
ん

7
0
0
円
(
体
が
ん

は
5
0
0
円
増
)
、
乳
が
ん

3
0
0
円
(
老

人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
)

申
込
先
健
康
増
進
課

時間

特
別
葬
祭
給
付
金
の

申
請
を
受
付
中

被
爆
後
日
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
「特

別
葬
祭
給
付
金
制
度
」
が
新
設
さ
れ
、
被
爆

歯
の
健
康
優
良

高
齢
者
コ
ン
テ
ス
ト

対
象

4
月
1
日
現
在
、
満
別
歳
以
上
で
、

機
能
す
る
歯
を
初
本
以
上
有
し
、
か
っ
、

口
佐
衛
生
状
況
の
優
れ
て
い
る
人

健崎i

協宇ゆ/
力福

協3
貝つ
をり

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
保
健
・
福
祉
・

医
療
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
市
民
総

参
茄
の
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

福 ま満者
祉申すた健
課請 。し 康
庶要 た手
務件 人帳
係 ・ は所
へ関 、持
お 係 給者
尋書 付で
ね類金
くな のー
だ ど 請定
さ詳 求の
いし が要
。 く でイ牛

は きを

引
き
揚
げ
者
の
皆
様
へ

ー
通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す

l

税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨

や
証
券
類
の
返
還
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
返
還
請
求
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

早
め
に
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

返
還
請
求
は
、
引
き
揚
げ
者
本
人
の
ほ

か
ご
家
族
の
人
で
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
長
崎
税
関
監
視
部
(
〒
制

長
崎
市
出
島
町
1
1
%
台

0
9
5
8
⑫

8
6
主

4
)

募
集
締
め
切
り

8
月
日
日
働

募
集
方
法
歯
科
医
院
、
保
健
所
な
ど
の

推
薦
お
よ
び
自
薦
に
よ
る
。

連
絡
先
長
崎
県
歯
科
医
師
会
大
村
東
彼

支
部
本
川
歯
科
内
(
宮
⑭
1
6
8
2
)
ま

た
は
大
村
保
健
所
(
宮
⑬
2
1
9
3
)

協
力
や
協
賛
い
た
だ
け
る
団
体
な
ど
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
目
月
刊
日
制

場
所
市
コ
ミ
セ
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

亡
d



8月15日精霊流し
-搬入は午後 9時までに(厳守〉

集積地への搬入は
搬入は必ず午後9時までに指定場所にお願い

します。(供え物類で燃えない物は、ビニール袋

などに入れて供え物置場へ) @爆竹などは危険ですのでご遠慮ください

@供え物類は必ず供え物置場へ

・各集積場所には駐車場を確保してませんの

で支障のない限り徒歩で出向いてください

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
美

し
い
大
村
湾
を
守
る
た
め
、
精
霊
船
や
供

え
物
を
海
や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

地区名 集 積 場 所

=浦 舟津、日泊、溝陸

3旨 鈴田 =鈴橋付近、日焼

λ ....... ヒ 大村 市役所横埋立地

集
西大村 下水道浄水管理センター

竹松 オーケーフード空地広場
積

福重 郡川河口

地 松原 大村市北部運動広場

|萱瀬 荒瀬、田下、黒木

※詳しくは町-内会長、出張所または環境保全課

環境保全係へお尋ねください。

(図 1)大村地区交通規制略図

受
通
規
制

午
後
7
時

i
m時

混
雑
と
事
故
防
止
の
た
め
、
図
の
通
り

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

-
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行
は
で

き
ま
せ
ん
。

-
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
次
の
所
か
ら

横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

大
村
地
区
:
・
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
入

口
交
差
点

西
大
村
地
区
:
・
パ

l
ル
レ
l
ン
前
と
松
並

交
差
点

福
重
地
区
・
・
・
寿
古
石
油
庖
前
交
差
点

爆
竹
な
ど
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で
け
が
人

が
で
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

・
矢
ビ
ヤ
や
爆
竹
の
連
結
は
禁
止
さ
れ
て

ullJL_Jb 

lIDD 
11 

議阜 →

rE 
-J~「
J
47

い
ま
す

0

・
精
霊
船
で
花
火
を
使
用
す
る
場
合
は
全

て
花
火
責
任
者
が
い
り
ま
す
。

(
一
隻
に

つ
き
1
人
の
み
花
火
を
使
用
で
き
ま
す
)

・
花
火
責
任
者
は
赤
い
タ
ス
キ
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
(
警
察
署
で
交
付
し
ま
す
)

-
次
の
場
所
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

0

.
人
出
で
混
雑
し
て

い
る
所

・
せ
ま
い
道

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

販
売
庖
付
近

・
花
火
販
売
庖
や
玩
具
庖
付
近

-
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販
売
屈

で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火
の
陳
列
を
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
万
一

に
備
え
、
防
火
用
水
、
用
具
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
人
や
車
に
迷
惑
を
お
よ
ほ
す
よ
う
な
花

火
の
使
用
は
、
法
令
違
反
と
な
り
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

(図 2)西大村地区交通規制略図

-
船
の
担
ぎ
手
は
飲
酒
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

-
精
霊
船
を
載
せ
た
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
に

人
を
乗
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

0

・
規
制
区
域
内
に
精
霊
船
の
随
行
車
両
が

入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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精
霊
船
に
関
す
る

注
意
事
項

-
精
霊
船
の
全
長
が

2
M
を
超
え
る
と
き

は
、
大
村
警
察
署
へ
道
路
使
用
許
可
申
請

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
使
用
許
可
申
請
書
受
付
期
間

8
月
3
日
制
1
日
日
制

(
た
だ
し
、
土

曜
・
日
曜
は
除
く
)

・
車
で
運
搬
す
る
と
き
は
、
灯
ろ
う
の
火

は
必
ず
消
す
。
車
の
積
載
制
限
を
超
え
る

と
き
は
警
察
の
許
可
を
受
け
る
。
横
積
み

は
し
な
い

0

・
精
霊
船
は
、
申
し
合
わ
せ
事
項
に
よ
り

長
さ

5
灯
以
下
、
幅
2
・
5
灯
以
下
、
高

さ
3
・
5
灯
以
下
(
船
を
か
つ
い
だ
状
態

で
の
高
さ
)
に
し
て
く
だ
さ
い
。

-
路
上
で
回
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

|精霊船説明会および交付|

道路使用許可申請書を提出さ

れた人に対する説明会および許

可証の交付を行います。

日時 8月11日{金)、午後 1時

場所大村警察署講堂

※印かんを持参してください。

|墓参りの火の始末は忘れずにノ i



国
家
公
務
員
採
用
試
験

ー
高
校
卒
業
程
度

1

。
刑
務
官
(
男
子
・
女
子
)

資
格
昭
和
但
年
4
月
2
日
1
日

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

。
入
国
警
備
官
、
皇
宮
護
衛
官

資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日
1
日

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

-
情
報
・
電
子
)

資
格
昭
和
日
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
、
高
校
・
高
専
を
卒
業

(
見
込
み
)
の
人

。
海
上
保
安
学
校
学
生
(
船
舶
運

航
シ
ス
テ
ム
・
情
報
シ
ス
テ
ム
・

海
洋
科
学
)

資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
、
高
校
・
高
専
を
卒
業

(
見
込
み
)
の
人

申
込
期
間
い
ず
れ
も
8
月
幻
日

目
1
9
月

4
日
伺

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
人
事

院
九
州
事
務
局
(
干
印
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
2
1
1
1
1
E
o

旧
倍
率
言
屋
常
時
的
存

平成 7年 8月号広報おおむら

昨
年
目
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
旧

楠
本
正
隆
屋
敷
は
、
市
内
は
も
と

よ
り
市
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
い
ま
庭
園
の
緑
も

さ
え
、
強
い
陽
差
し
の
中
で
縁
側

を
駆
け
抜
け
る
風
が
き
わ
や
か
で
す
。

屋
敷
の
一
部
で
は
、
明
治
維
新

で
活
躍
し
た
人
々
の
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
無
料

入
館
券
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
の

※
市
民
無
料
入
館
券
は
、
初
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

開
館
時
間
午
前
9
時

1
午
後
5

土
寸休

館
日
月
曜
日

入
館
料
大
人
1
0
0
円
・
子
ど

も
5
0
円

場

所

玖

島

2
丁
目
2
9
1
番
地

(
宮
⑫
9
8
8
5
)

問
い
合
わ
せ
市
文
化
課

ー
大
学
卒
業
程
度

l

。
航
空
管
制
官

資
格

①
昭
和
幻
年
4
月
2
日
1

ω年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
羽
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、

例
短
大
ま
た
は
高
専
を
卒

業
(
見
込
み
)
の
人
制
人
事
院
が

肘
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

申
込
期
間

8
月
幻
日
側
1
9
月

4
日
目

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
人
事

院
九
州
事
務
局
(
干
山
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
2
1
1
1
1
2
0

9
2
・
4
3
1
・
7
7
3
3
)

防
火
管
理
者
講
習
会

消
防
法
に
基
づ
き
、
防
火
管
理

の
資
格
取
得
講
習
会
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

(アニメ 38分)

(アニメ 31分)

-ピュア島の仲間たち

・黄金のカモシカ

内
容
甲
種
お
よ
び
乙
種

期
日
・
場
所
甲
種
:
・
9
月
ロ
白

川

wl
U
日
制
、
市
コ
ミ
セ
ン

乙
種
:
・
9
月
7
日
刷
、
J

A
諌
早

農
協
本
所

申
込
期
間
大
村
会
場
:
・
8
月
1

日
W
1
9
月
7
日
刷
、
諌
早
会
場

・・・
8
月
1
日
同
1
8
月
白
日
嗣

問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署
予
防

班
(
宮
⑫
4
1
3
8
)

コ
ミ
セ
ン
夏
休
み

子
ど
も
の
つ
ど
い

8
月
7
日
間
、
午
後
2
時

日
時

1
3
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

内
容
影
絵
・
お
は
な
し
・
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

入
場
料
無
料

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン

⑭
3
1
6
1
)
 

程

日 時 10:30~11 :30 14:00~15:00 

7月31日(月)萱j頼出張所 竹松出張所

8月 1日ω三浦出張所 鈴田出張所

8月2日(水)福重出張所 松原出張所

8月3自体) 市コミセン 西大村コミセン

8月4日働 中地区公民館ノ~
問い合わせ 視聴覚ライブラリー

(ft⑭3161市コミセン内)まで

日

乞i

空 吾新着図書のご案内

さ~~&zõゐ
~~ø~さも決a

ハリエ ット。小学 6年生の女

の子。作家志望。メモ魔。趣味

はスパイ 。 ノートには人には見

せられないスパイメモがびっし

り。けれどそのノートを落とし

同級生たちに拾われてしまったO

ス
パ
イ
に
な
り
た
い
ハ
リ

ヱ
ッ
ト
の
い
じ
め
解
決
法

(
ル
イ
l
ズ
・
フ
ィ
ッ
ツ
ヒ

ユ
|
作
)

ノくザ、一、 ダンス、 カラオ

ケ、コーラスなど楽しい催

しがいっぱい/踊れなくて

もだいじようぶ。みんなで

参加してみましょう/

日時 8月19日目、午後 7
時~9 時30分

場所市コミセン駐車場広

場(雨天の場合は、大会議室)

問い合わせ 市コミセン

(ft⑭ 3161)へ

日時 8月26日出、午後 2

時~3 時

場所市立図書館

内容 ストーリーテリング、

絵本の読みきかせ、人形劇など

※入場は無料です。ご自由

にご参加ください。

問い合わせ 市立図書館

(宮 ⑫24 5 7) 

O 

( Yc~~ii ) おばけじま (長新太作)/テデイ・ベ
児童図書

アのおいしやさん (ガブリエル・バン

サン作)/ケーキがやけたらね (へレン・オクセンパリ

一作)/森のようちえん(石亀泰郎著)/アスターシ

ヤどこ(芝田勝茂作 /うそつき咲っぺ(長崎源之助

著) /たいへんだ fにんタマ三人ぐみの夜のおはかで

大ゲンカ(尼子騒兵衛著)

このほかにも、たくさん用意しています。
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臨
時
職
員
(
看
護
婦
)
の

登
録
者

夏
越
ま
つ
り

-宵まつり (花火大会) 8月1日、午後 8時

30分ごろ~約 1時間 (大村ボート場周辺)

・本まつり 8 月 2 日 ~3 日、午後 4 時~10

時 (大村駅前周辺)

※今回は、 「夏越提灯山笠」が登場します。ほ

かにも多彩なイベントが企画されています。

※会場へは、公共交通機関をご利用ください。

※車でお越しの方は、市役所・農協本所の駐

車場を利用し、無料送迎パスをご利用くだ

さい。(蕪料送迎パス運行時間 午後 6時~

11時)

※会場周辺は、 8 月 2 日 ~3 日の午後 4 時~

11時まで交通規制が行われます。ご不便を

おかけしますが、ご協力をお願いします。

竺 2580l) 

市
立
病
院
で
は
、
臨
時
職
員
(
看
護

婦
)
の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

l
看
護
婦
ま
た
は
准
看
護
婦

の
免
許
を
有
す
る
人
申
込
方
法

1
随

時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
市
販
の
履
歴

書
に
写
真
貼
付
の
う
え
、
資
格
免
許
証

の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
人
事
課
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ

1
市
役
所
人
事
課
(
宮
⑬

4
1
1
1
内

線

2
7
0
)

(問い合わせ

市
営
住
宅
入
居
者

種別 住宅名 戸数 間取り (家月額・円賃) 

東諏訪 1 3DK 16.400 

1種 池 田 1 3 K 15.500 

コ 域 1 3DK 25.200 

2f.重 古賀島 1 3DK 25.500 

申
込
期
限
H
H
8
月
日
日
制

抽
選
日
1

8
月
幻
日
側
、
午
前
日
時
初

分

1
入
居
日
H
H
9
月

1
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

l
建
築
課

懸

賞

~ 

面岡

文

おおむら夏越まつり協賛会

皆
さ
ん
の
声
を
「
こ
れ
か
ら
の
競
艇
」

に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
感

想
、
体
験
談
、
要
望
、
意
見
、
提
言
な

ど
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

1
競
艇
、
競
艇
場
に
関
す
る
も

の
(
自
由
)
枚
数

1
原
稿
用
紙
(
四
百

字
詰
め

)
5
枚
程
度
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

の
場
合
は

2
千
字
程
度
応
募
資
格

1

満
却
才
以
上
の
人
(
学
生
は
除
く
)
応

募
締
切
1

8
月
白
日
制
必

着

送

り

先

HH
一T
蹴

玖

島

1
丁
目
日

1
大
村
ボ

ー
ト
「
懸
賞
論
文
係
」

(
原
稿
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
)
賞
金

1
金

賞
日
万
円
1
人
、
銀
賞
5
万
円

2
人、

銅
賞
3
万
円

3
人
、
佳
作
1
万
円
日
人

問
い
合
わ
せ

1
九
州
地
区
競
艇
連
絡
協

議
会
(
宮

0
9
3
1
3
3
1
1
0
5
8

1
)
、
大
村
ボ
l
ト
(
宮
⑭

4
1
1
1
)

自

衛

r.=;， 
巴

①

一
般
曹
候
補
学
生
資
格

1
高
卒

(
見
込
み
)
で
幻
歳
未
満
(
男
女
)
②

曹

候

補

士

資

格

l
高
卒
(
見
込
み
)
で

幻
歳
未
満
(
男
女
)
試
験
日
1

9
月
口

日
制

③
航
空
学
生
資
格

l
高
卒

(
見
込
み
)
で
幻
歳
未
満
(
男
女
)
試

験
日
1

9
月
お
日
出

※
①
②
③
と
も

受
け
付
け
は

8
月

1
H
W

1
9
月
8
日

樹

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H

自
衛

隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

⑫

6
2
1
7
)

戦
後
日
周
年
平
和
記
念
文
集

募
集
期
間
1
9
月
日
日
幽
ま

で

内

容

l
①
戦
争
体
験
文
②
平
和
に
つ
い
て
の

意
見
文
③
高
校
生
平
和
作
文
問
い
合

わ
せ

1
①
県
総
務
企
画
課
②
県
国
際
交

流
課
③
県
学
校
教
育
課

9
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

撮
影
対
象

l
自
然
景
観
・
建
物
・
イ
ベ

ン
ト
・
祭
り
な
ど
「
し
ま
」
が
も
っ
魅

力
を
撮
影
し
た
も
の
締
め
切
り

I
8

月
担
日
嗣

問
い
合
わ
せ

1
県
離
島
半

島
・
地
域
政
策
課
(
宮

0
9
5
8
⑫

9

6
4
5
)
 

一O一
/

重

県

展

作

品

会
期

l
・
長
崎
会
場
1

9
月
1
日
制

1

日
日
側
、

9
月
日
日
側

i
M
日
制

・
佐

世
保
会
場

l
m月
5
日
側

1
日
日
目

部
門
HH
日
本
画
・
洋
画
・
デ
ザ
イ
ン
・

工
芸
・
写
真
・
書
・
彫
刻
資
格

l
昭

和
田
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
県
内
に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
本
県

居
住
者
を
保
護
者
と
す
る
県
外
の
学
生

出
品
点
数

l
自
作
未
発
表
の
も
の
で

1

人
1
点
※
盗
作
お
よ
び
模
写
作
品
と

み
な
さ
れ
た
場
合
、
発
表
後
で
あ
っ
て

も
入
選
を
と
り
消
し
ま
す
。

出
品
料
HH
(
1
点
)
3
、0
0
0
円

高

校
生
l
1
、
5
0
0
円

出

品

申

込

期

限
1
8
月
7
日
間
ま
で
申
込
先
HH第

ω回
記
念
県
展
事
務
局
(
長
崎
市
立
山

町
宮

0
9
5
8
⑫
6
3
4
1
)

※
実
施
要
項
は
市
文
化
課
、
コ
ミ
セ
ン
、

中
地
区
公
民
館
ほ
か
、
画
材
庖
・
表

具
庖
に
も
あ
り
ま
す
。

。。

「
親
子

1
日
電
気
教
室
」

発
電
所
と
波
戸
岬
を
訪
ね
ま
す

玄
海
原
子
力
発
電
所
と
波
戸
岬
海
中

展
望
塔
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
H
H
8
月

5
日
出
、
午
前

9
時
出
発

1
午
後

5
時
帰
着
予
定
集
合
(
解
散
)

場
所

l
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
※

午
前

8
時
記
分
ま
で
に
集
合
く
だ
さ
い
。

定
員

l
m人
(
先
着
順
)
費
用

1
無
料

(
た
だ
し
、
弁
当
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ

い
)
申
込
期
限
1

8
月
2
日
附

申
込

方
法

1
電
話
で
結
構
で
す
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
九
州
電
力
側
大
村
営

業
所
(
宮
⑫

2
1
7
1
)

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者

期
日
1

9
月
刊
日
間
目
的
地
HH黒
髪

山
(
佐
賀
県
)
集
合
場
所
・
時
間

1
市

役
所
前
駐
車
場
、
午
前
8
時

携

行

品

l
弁
当
、
水
筒
、
軍
手
、
簡
易
雨
具

参
加
費
1
大
人

2
、
5
0
0
円

子

供

1
、
7
0
0
円

募

集

人

員

1
1
0
0

人
(
先
着
順
)
申
込
期
限
1
8
月
白
日

制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
大
村

山
岳
会
(
宮
⑬

1
8
5
4
池
野
)



平成 7年8月号広報おおむ ら

夏
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

(
シ
ン
グ
ル
)

期
日

1
・
8
月
幻
日
間
:・

一
般
男
子
B

.
同
女
子
B
・
9
月
3
日
制
:
・

一
般
男

子
A
・
同
女
子
A
・
壮
年
・

9
月
日
日

目
:
・
予
備
日
※

A
お
よ
び
壮
年
は
県

体
予
選
を
兼
ね
ま
す
。

場
所

l
市
営

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ
l
ト
場
横
)
参
加

資
格

l
市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
勤
務

者
(
高
校
生
は
除
き
ま
す
)
参
加
料

1

2
、
0
0
0
円
(
た
だ
し
協
会
員
1
、
5

0
0
円
)
申
込
期
限
1

8
月
比
日
間
、

午
後
7
時
ま
で
申
込
先

1
市
テ
ニ
ス

協
会
・
広
滝
倒

(
杭
出
津
2
丁
目
6
9

6
1
1
E
⑬
7
6
8
6
)
※
参
加
料
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
注
意

l
参
加
料

は
不
参
加
の
場
合
も
返
却
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
申
し
込
み
後
の
変
更
は
認
め
ま

せ
ん
。

市
民
水
泳
大
会

学
童
水
泳
記
録
会

期
日

1
9月
口
日
間
、
午
前
8
時
加
分

場
所
H
H
屋
内
プ
l
ル
参
加
資
格
H
H
大

村
市
民
(
小
学
3
年
生
以
上
)
で
印
メ

ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
人
主
催

1
教
育

委

員

会

主

管

l
大
村
市
水
泳
連
盟

申
込
期
限
1
8
月
お
日
働
ま
で
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
H
屋
内
プ
l
ル
(
宮

⑫
2
3
2
2
)
 

ア
ニ
ス
コ
ー
ト
の
予
約

が
で
き
ま
す

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
平
日
の
昼
間
に
、

継
続
し
て
使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、

年
に

2
回
の
調
整
会
議
に
お
い
て
、
コ

ー
ト
の
予
約
が
で
き
ま
す
。
日
人
以
上

の
社
会
人
団
体
は
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時
H
H
8
月
間
日
制
、
午

後
7
時
か
ら
場
所
H
H
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
内
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
※
日
月
か
ら
3
月

末
ま
で
の
コ

l
ト
割
り
当
て
を
決
め
ま
す
。

J

ご
室
町
け
u

i

J
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
前
田
累
子

(原
口
町
)

5
万
円

-v永
田
ミ
ツ
エ
(
玖
島
3
丁
目
)
3
万
円

V
山
下
隆
男
(
日
泊
町
)

3
万
円

V
溝
口
圃
雄
(
中
岳
町
)

5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
正
入
木
康
子
(
木
場
1
丁
目
)
3
万
円

V
阿
野
隆
(
長
崎
市
)

3
万
円

V
大
谷
輝
雄
(
東
大
村
1
丁
目
)
3
万
円

V
新
村
稔
(
坂
口
町
)

5
万
円

V
牟
田
和
男
(
原
口
町
)
叩
万
円

V
古
賀
れ
い
子
(
西
三
城
町
)
5
万
円

V
中
山

一
二

(
小
川
内
町
)

3
万
円

V
小
林
保
(
日
泊
町
)
5
万
円

萱
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
溝
口
園
雄
(
中
岳
町
)
5
万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
寺
道
強
(
弥
勅
寺
町
)
叩
万
円

西
大
村
小
学
校
へ

V
加
島
知
恵
子
(
乾
馬
場
町
)
保
健
機

器
切
万
円
相
当

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ

V
長
山
好
子
(
水
田
町
)

5
万
円

(
敬
称
略
)

V
寺
道
強
(
弥
勅
寺
町
)

3
万
円

。
一
般
寄
付

大
村
小
学
校
へ

V
山
崎
鹿
雄

(久
留
米
市
)
電
子
ブ

ッ

ク
6
万
円
相
当

三
浦
小
学
校
へ

V

三
浦
郵
便
局
l
ラ
グ
ビ
ー
ボ
l
ル
1

万
5
千
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V

ス
リ
l
ズ
洋
菓
子
庖

1
2
万
円

V
大
村
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

1
4

万
千
5
4
8
円

泉
の
里
へ

V
川
上
国
喜

(
徳
泉
川
内
町
)
花
束

V
前
田
琴
聖
流
大
正
琴
ク
ラ
ブ

l
慰
問

.
タ
オ
ル
・
石
け
ん

V

田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
健
康
茶

V
歯
科
技
工
専
門
学
校
l
入
れ
歯
の
洗

浄V
北
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
会
U

奉
仕
・
タ
オ
ル

V
春
菜
会
H
H
慰
問
・

5
千
円

V
登
貴
和
木
会

1
奉
仕

V
農
延
敦
子

(
宮
小
路
1
丁
目
)

た
・
パ
ス
タ
オ
ル

ゆ
か

杭
出
津
1 
丁
目

V
井
石
悌
二
郎

万
円

慈
恵
荘
へ

V
大
谷
輝
雄
(
東
大
村
1
丁
目
)
5
万
円

V
山
下
隆
男
(
日
泊
町
)
日
万
円

V
前
舟
津
老
人
ク
ラ
ブ
H
H
慰
問
・

1
万

円
・
タ
オ
ル
・
石
け
ん

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花
束

V

田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
健
康
茶

V
福
田
弘

(竹
松
本
町
)
タ
オ
ル
・
石

け
ん

V
原
生
花
庖

1
花
束

V
永
測
屋
H
H
紅
白
ま
ん
じ

ゅ
う

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
2
丁
目
)
作
業

奉
仕

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
手
芸
教
室
指
導

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
H
H

買
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉
仕

V
松
永
シ
ズ
エ
ほ
か
(
松
並
1
丁
目
)
生

け
花
教
室
指
導

V
黒
田
喜
寿
夫
妻
(
乾
馬
場
町
)
言
葉

の
リ
ハ
ビ
リ

三
彩
の
里
へ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
支
部
H
H

カ
ラ
オ
ケ
セ

ッ
ト

一
式

大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
支
部

1

カ
ラ
オ
ケ
セ

ッ
ト

一
式

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V

下
駅
通
り
商
庖
会
1

1
万
4
千
円

市
内
の
福
祉
保
健
施
設
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

l
樹
木
・

花
の
種
・
苗
木

5 

清
和
園
へ

V

三
期
会
H
H

日
本
舞
踊
・
り
ん
ご

V

フ
ラ
ワ
ー
シ

ョ
ッ

プ
タ
カ
ハ
ラ

l
父

の
日
パ
ラ
の
花
束

V
あ
か
ね
歌
謡
教
室
H
H
カ
ラ
オ
ケ
慰
問

V
民
踊
愛
好
会
H
H
民
踊

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松
一
・

末
永
辰
夫

・
松
尾
謙

)
1理
容
奉
仕

V
井
手
広
文
(
皆
同
町
)
フ
ル
ー
ト
演

奏
慰
問

う
ぐ
い
す
の

E
へ

V

田
中
龍
明

(東
本
町
)
2
万
円

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
唱
歌

.
読
み
聞
か
せ
交
流

V
九
州
電
力
附
大
村
営
業
所
H
H
樹
木
・

花
の
種
・
苗
木

V
池
田
サ
ヨ
(
竹
松
本
町
)
樹
木

。
お
わ
び
と
訂
正

7
月
号
の

5
ペ
ー
ジ
、
地
域
の
発
展

に
ご
尽
力
の
欄
で
、
永
年
勤
続
日
年
表

彰
者

1
前
田
豊
二
と
あ
る
の
は
、
前
田

檀
二
の
間
違
い
で
す
。
お
わ
び
し
て
一
訂

正
し
ま
す
。

{で 10月1日は、
宮L 国勢調査。

10月 1日、全国一斉に 5年に 1度の国勢調

査が行われます。日本に住んでいるすべて

の人が対象です。ご協力をお願いしま す。

@ 削 のままあな一一

国勢調査
9月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局 大村市

19 -



おレジ"事情8毘
8
月
は
、
市
県
民
税

(
2期
)
、
国
民
健
康
保
険
税

(
2期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

乳幼児健康相談 松原出張所 3歳児健康診査 大村保健所

1日 ③13 :30~ 15 :00 ③9 :15~9:45 ， 13:00~13:30 
ことば‘の教室 市コミセン 13 :30~ 16 :00 1?日 ⑮平成4年2月生まれ (平成3年8月 ~4年

(火) (初めての人は市健康増進課まで電話で申し込んでください)
(本)

1月生まれで、まだ受けていない人も受
⑮母子健康手帳⑮ことばの発達などが気になる幼児 診してください)

2日
⑮母子健康手帳、問診票

妊婦教室(1) 市コミセ ン 13 :30~ 16 :00 定期巡回献血 市役所 9:30~12:00 

(水) ⑮母子健康手帳
188 成人の健康相談 福祉センター 13 :OO~ 15 :00 

1歳6か月児健康診査 市コミセン (金) ⑮⑮… 4日{金)と同じ

3日 ⑧13:00~13:30 
19日⑮平成6年l月 生まれ (平成5年8月 ~ 1 2月生まれで、 耳とことばの相談 福祉センター

(本) まだ受けていない人も受診してください) (土) 13 :OO~ 15 :00 
⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ

20日 当番医

4日
妊婦教室(5)中地区公民館 9 :30~ 13 :00 

(日)
(内・小) 中 村 医 院 東 本 町宮⑫⑫2733 

⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁 (産) 後藤産婦人科医院 西大村本町 ft(52)60l5

(金) 成人の健康相談 福祉センター 13 :OO~ 15 :00 
⑩40歳以上 ⑩血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 21日 乳幼児健康相談 竹松出張所

(月)
③9:30~11 :00 

6日 当番医 ⑮離乳食教室 10 :30~ 11: 30 

(日)
(内・小)長崎医院 寿古 町 宮⑮⑫8615 

23日(耳) わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 宮 2003 妊婦教室(4)市コミセン 13 : 30~ 16 : 00 

(水) ⑮母子健康手帳
安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~

24日ワ日 市コミセン 9:30~ 11 :00 機能訓練根気の会 福祉センタ -13: 30~ 15: 30 

(月)
⑮母子健康手帳、ズボン (本) ⑮講演会

一般健康相談 市役所健康相談室 13:OO~ 16:00 
⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定ほか 2?日 当番医

(日)
(内)早田内科医院竹松本町 宮⑬⑫3530 

8日 乳幼児健康相談 市コミセン (耳) 海江田医院東本町 ft(52)3329

(火)
③9:30~11 :00、13:30~ 15 :00 

28日s⑮離乳食教室 10:30~ 15 :00 ことばの教室 市コミセン 13 :30~ 16 :00 

乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ⑤ 9:30~11 :00 
(月) ⑮⑮... 1日(刈と 同じ

9日
(水)

妊婦教室(2)市コミセン 13: 30~ 16 :00 幼児教室(お口の健康と食生活) 市コミセン
⑮母子健康手帳、ズボン 29日 ⑧9:30~9:45 ⑮平成5年2月 ~3月生まれ

10日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~ 15: 30 (火) ⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ、
コップ

(本) ⑮ P.Tによる訓練、 言語訓練

当番医 31日 1歳6か月児健康診査 市コミセン

13日 ② 13 :OO~ 13 :30 

(日)
(内)吉田内科クリニ ック 本町 宮⑫⑮1177 (本) ⑧⑮…3日制 と同じ
(耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 宮 0648 

16臼
略号の説明 ⑫ー・対象 ⑧…受け付け ⑩-一内容

妊婦教室(3)市コミセ ン 13:30~ 1 6 : 00 診療⑮時..持ってくるもの
(水) ⑮母子健康手帳 当番医の 間 9:00~18:00
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! この券 1枚で市民の方なら家族 5人ま

i で入場できます。

! 期間 8月1日(火'"'-'8月31日(柄

! 月曜休館 (ft⑨ 9 8 8 5 : 

「広報おおむら」は再生紙

(古紙40%)を使用しています。

「市民無料入館券JI
旧楠本正隆屋敷

市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談 ( 3日・木 10: OO~ 15 : 00) 

行政相談 (10日・木 9: 30~ 12 : 00) 

法律相談 (16日・水 10: OO~ 15 : 00) 
(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

受通事故相談 (22日・火 10: 00~16 : 00) 

年金相談 (23日・水 10: OO~ 15 : 00) 

不動産相談 (25日・金 13: OO~ 16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分からです (電話での受け付けはいたしません)。

8
月
の
定
例
相
談
日

~ 20 

11 日 ~16 日・サマーカ ップ ・九ス ポ杯、 19 日 ~22 日、

28日.29日・モータ ーボート記念競走場外発売

8月の大村ボート
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